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【プログラム】
	日 程
	時　間
	テ　ー　マ
	講 師（敬称略）

	2

月
１３

日
（土）
	12:30～17:30
（途中休憩あり）
	ＭＭＰＩ（ミネソタ多面人格目録）

※ケースの提供者を募集します。提供可能な方は申込書の該当欄にご記入ください。後日提出方法をご連絡いたします。
	武山　雅志

	2
月
１４
日
（日）
	10:00～12:00
	バウムテストの臨床的実際

前半：概説

後半：事例研究など

※開示できる画がある方は申込書の該当欄に表示のうえ、当日ご持参ください
	阿部 惠一郎

	
	昼　　食
（各自でお取りください）
	
	

	
	13:00～16:00
（途中休憩あり）
	
	



こころの臨床・専門講座 ６
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●本講座は臨床心理士資格更新のための研修ワークショップとしての要件が満たされた場合、


臨床心理士資格認定協会へ申請する予定です。


期日：２０１6年　2月１３日（土）・１４日（日）


受講対象：臨床心理士・看護師・保健師・心理職・相談員等またはそれらを目指している方、


医療・相談・福祉の各現場で相談・医療に関わっている専門家の方を対象とします。


※受講資格についてご不明な点がある方は事務局までお問合わせください。


定員：45名（定員になり次第締切りますので、ホームページなどでご確認ください）


受講料：１８,０００円（税込み）　※昼食は各自でお取りください


主催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　　　 ☎ ０３-３９８６-７０２１


会場：明治安田こころの健康財団　講義室　　　東京都豊島区高田３-１９-１０


ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」より徒歩７分








心理アセスメントは、その道具であるテストなり、技法を、まずもって使えなければ意味がないと言えるでしょう。そのテストについて知っているだけでは、そのテストは真に活きたものとは言えません。本講座は、知っている、あるいは実施法や解釈法について知識があるというだけでなく、そのテストを使いこなすための第1歩としての学習を意図して開設しています。入門講座で得た基礎的な知識を元に、どのようにそのテストや技法を使っていくか、いわば車の構造や交通法規を知っているだけでなく、実際に自分で車を動かす路上教習のように、自分で運転できるようになることが、この講座の狙いです。本講座は、基本的には受講者が実施した事例の検討を中心に進めています。


　今年度は、MMPIとバウムテストを取り上げました。MMPIは日本における使用頻度はそれほど高くないのですが、国際的にもっともよく知られた質問紙法検査で多くの尺度を持っており、さまざまな心理臨床の場で有益な情報を提供してくれる可能性の高い検査です。プロフィールを読み込むという検査者の臨床力を問われる検査でもあり、事例を基にじっくり学べればと願っています。逆にバウムテストは日本の心理臨床の場でもっともよく用いられている投影法で、本講座でも何度か開催しております。実施はきわめて容易ですが、難しい解釈の基本等の復習も兼ねて学習できればと思います。これらのテストに経験豊かな専門家に講師をお願いしています。少人数で事例を中心とした学習から、使いこなす術を得ていただくことを願っています。　           　　　 　　 　　　　


                                                            【企画講師　小川　俊樹】








＊＊＊ 企画講師：小川　 俊樹 先生：放送大学大学院臨床心理学プログラム教授 ＊＊＊＊＊


出講講師：（1日目）武山　 雅志 先生：石川県立看護大学教授・MMPI新日本版研究会事務局長


（2日目）阿部 惠一郎 先生：創価大学大学院教授








◆ 事例提供を希望される方へ ◆


・申込書該当欄に「事例提供可」の旨、ご記入ください。事務局からご連絡いたします。


・日中連絡が取れる電話番号あるいは電子メールアドレス・ＦＡＸ番号などをご記入ください。











